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白
山
市
立
博
物
館
に

　
ジ
オ
パ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
開
設

当
館
は
、
昭
和
六
十
三
年
八
月
三
日
に

開
館
し
た
松
任
市
立
博
物
館
を
前
身
と
し

て
い
ま
す
。
平
成
十
七
年
二
月
、
白
山
市

発
足
に
伴
い
、
白
山
市
立
松
任
博
物
館
と

改
称
し
、
さ
ら
に
平
成
二
十
五
年
四
月
、

鶴
来
博
物
館
と
の
統
合
に
よ
り
、
白
山
市

立
博
物
館
に
名
称
変
更
し
て
い
ま
す
。

旧
松
任
市
辰
巳
町
出
身
で
、
人
間
国
宝

で
あ
っ
た
故
隅
谷
正
峯
氏
の
刀
剣
や
制
作

過
程
の
ジ
オ
ラ
マ
展
示
を
は
じ
め
、
郷
土

の
先
人
た
ち
の
業
績
、
国
指
定
史
跡
東
大

寺
領
横
江
荘
遺
跡
荘
家
跡
の
復
元
模
型
や

農
村
の
様
子
な
ど
を
展
示
し
て
お
り
、
芸

術
・
文
化
に
貢
献
す
る
文
化
施
設
と
し
て
、

広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

開
館
三
十
一
年
目
を
迎
え
た
令
和
元
年

に
は
、
一
部
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
白
山

手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
の
「
海
と
扇
状
地
の

エ
リ
ア
」
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
ジ
オ

パ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
を
ロ
ビ
ー
に
開
設
い
た

し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事　

二
ペ
ー
ジ
）

1F

1. 隅谷正峯展示室

　（常設 1）

2. 壁画展示室

　（常設 3）

3. 特別展示室

4. 資料室

5. 事務室

6. 管理スペース

7. ジオパークコーナー

8. てつどうの広場

2F

1. 常設展示室（2）

2. 研修室

3. 管理スペース

研修室

講習会、学習会等を開催

します。

特別展示室

特別のテーマにもとづい

て、一定期間行う展示を、

年間数回開催します。

隅谷正峯
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桑島化石壁 −白山手取川ジオパークの土台−

博
物
館
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ
た
ジ
オ

パ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
白
山
手
取
川

ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
「
石
の
旅
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

手
取
層
群
の
い
ろ
い
ろ
な
石
と
化
石
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
ロ
ビ
ー
壁
面
で
は
、
白

山
市
桑
島
地
内
の
「
桑
島
化
石
壁
」
を
パ

ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
桑
島

化
石
壁
」
の
地
質
学
的
価
値
が
見
出
さ
れ

る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
が
、
ド
イ
ツ

の
地
理
学
者
ラ
イ
ン
博
士
で
す
。
明
治
七

年
（
一
八
七
四
年
）
に
石
川
県
を
訪
れ
た

ラ
イ
ン
博
士
が
、
信
仰
の
山
と
し
て
名
高

い
白
山
に
登
山
し
、
そ
の
帰
り
道
に
、
桑

島
集
落
付
近
で
植
物
化
石
を
採
取
し
持
ち

帰
り
ま
し
た
。
そ
の
化
石
が
、
の
ち
に
ラ

イ
ン
博
士
の
友
人
で
あ
る
植
物
学
者
の

ガ
イ
ラ
ー
博
士
に
よ
っ
て
ジ
ュ
ラ
紀
中
期

（
現
在
は
白
亜
紀
前
期
の
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
）
の
植
物
化
石
で
あ
る

と
論
文
発
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
で

初
め
て
化
石
に
よ
っ
て
地
質
年
代
が
確
か

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の

後
は
、
日
本
を
代
表
す
る
中
生
代
の
地
層

（
手
取
層
群
）
と
し
て
、
多
く
の
研
究
者

に
よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
に
は
、
東
京
大

学
の
小
林
貞
一
教
授
が
桑
島
や
白
峰
を
調

査
に
訪
れ
、
地
元
で
化
石
壁
と
呼
ば
れ
て

い
る
露
頭
（
崖
）
に
多
数
の
植
物
化
石
を

発
見
し
ま
す
。
中
に
は
立
木
の
ま
ま
保
存

さ
れ
化
石
林
を
な
す
も
の
も
あ
り
、
小
林

教
授
は
学
術
的
価
値
が
非
常
に
高
い
も
の

で
あ
る
と
判
断
し
、
天
然
記
念
物
に
す
る

こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
年
）
に
「
手

取
川
流
域
の
珪
化
木
産
地
」
と
し
て
、
国

指
定
天
然
記
念
物
と
な
っ
た
の
で
す
。

そ
の
二
十
五
年
後
の
昭
和
五
十
七
年

（
一
九
八
二
年
）
に
、
恐
竜
の
化
石
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
に
よ
り
、

手
取
層
群
か
ら
恐
竜
化
石
が
見
つ
か
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
、
手
取
層
群
が
分
布
し
て

い
る
各
県
で
、
恐
竜
化
石
の
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
地
域
の
地
層
に
は
、
約
三
億
年
前

か
ら
現
在
に
至
る
時
代
の
変
化
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
様
々
な
種
類
の
地
層
が
白
山

手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
の
土
台
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

桑
島
化
石
壁　

― 
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
の
土
台 

―

桑島化石壁（国指定天然記念物）

ジ
オ
カ
ー
ド

（
ジ
オ
パ
ー
ク
公
式
カ
ー
ド
）

　
博
物
館
に
入
館
（
入
館
料 

一
般

二
〇
〇
円
・
高
校
生
一
〇
〇
円
・
中
学
生

以
下
無
料
）
す
る
と
、
配
布
を
希
望
さ
れ

た
方
に
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
の
「
ジ

オ
カ
ー
ド
」
を
一
人
一
枚
、
さ
ら
に
「
ジ

オ
カ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
」
を
希

望
さ
れ
た
方
に
一
人
一
冊
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。

「白山手取川ジオパーク」ジオカード
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奈良県からの手紙 ヒロセ式脱穀機

令
和
元
年
十
二
月
に
、
奈
良
県
の
宇
陀

市
室
生
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
か
ら
、

脱
穀
機
の
写
真
と
と
も
に
お
手
紙
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
手
紙
に
は
古
い
「
稲
こ

き
機
」
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、「
北
陸
線

美
川
驛
前　

ヒ
ロ
セ
製
作
所
」
と
記
入
が

あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、

Ｊ
Ｒ
の
時
刻
表
か
ら
北
陸
本
線
に
美
川
駅

が
あ
る
こ
と
を
調
べ
ら
れ
、
白
山
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
そ
う

で
す
。

こ
の
脱
穀
機
を
発
明
し
た
の
は
、
美
川

町
で
明
治
二
十
四
年
に
生
ま
れ
た
廣
瀬
與

吉
で
し
た
。
鍛
冶
屋
の
長
男
に
生
ま
れ
た

與
吉
は
機
械
い
じ
り
が
大
好
き
で
し
た
。

美
川
町
尋
常
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
後
、

家
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
明
治
四
十
四
年
、

県
立
工
業
高
校
補
修
科
を
卒
業
し
ま
す
。

二
十
二
歳
に
な
る
と
京
都
市
の
織
物
工

場
に
採
用
さ
れ
、
機
械
の
改
良
を
任
さ
れ

ま
す
。
大
正
七
年
ま
で
の
六
年
間
に
特
許

三
件
、
実
用
新
案
が
八
件
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
機
械
は
工
場
で
採
用
し
た
ば
か
り
で

な
く
、
販
売
も
行
う
と
注
文
が
殺
到
し
ま

し
た
。
事
業
は
順
調
で
し
た
が
、
ま
も
な

く
「
世
界
大
恐
慌
」
が
起
こ
り
、
つ
い
に

工
場
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
ず
巴
製
作
所
と
言
う

工
場
で
発
明
を
進
め
ま
す
が
、
経
営
は
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
、
以

前
に
鍬
の
改
良
を
考
え
て
い
た
こ
と
思
い

出
し
ま
す
。

そ
の
当
時
の
回
転
脱
穀
機
は
不
完
全
な

も
の
で
農
家
の
人
達
か
ら
も
不
便
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
與
吉
は
回

転
脱
穀
機
を
改
良
し
、
大
正
九
年
に
特
許

を
獲
得
し
ま
し
た
。

お
手
紙
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
脱
穀
機
が
、

廣
瀬
與
吉
の
農
機
具
第
一
号
と
し
て
発
明

さ
れ
た
も
の
と
同
じ
で
し
た
。

予
想
以
上
に
大
好
評
を
得
た
た
め
、
改

良
と
価
格
を
抑
え
な
が
ら
、
販
路
を
拡
大

し
ま
し
た
。
大
正
十
三
年
に
は
京
都
で

一
万
台
、
姉
妹
工
場
を
郷
里
の
美
川
町
に

建
設
し
、
七
千
台
を
生
産
す
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　　　
　
　

昭
和
七
年
に
は
京
都
工
場
を
閉
鎖
し
、

郷
里
で
あ
る
美
川
町
の
廣
瀬
製
作
所
で
農

機
具
の
開
発
を
進
め
ま
す
。
昭
和
十
一
年

に
は
日
本
で
初
め
て
人
が
耕
す
の
と
同
じ

ク
ラ
ン
ク
式
の
自
動
耕
運
機
を
発
明
し
ま

す
。
国
内
は
も
と
よ
り
、
中
国
や
朝
鮮
方

面
に
ま
で
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

巨
万
の
富
を
手
に
し
た
與
吉
は
、
自
分

の
事
業
ば
か
り
で
は
な
く
、
地
元
の
為
に
、

小
学
校
の
児
童
が
海
で
亡
く
な
っ
た
と
聞

い
て
、
不
憫
に
思
い
プ
ー
ル
を
寄
贈
し
ま

し
た
。
他
に
も
火
見
櫓
、「
今
町
の
台
車

の
鳥
居
」
な
ど
を
寄
贈
し
ま
す
。
町
民
は

「
廣
瀬
の
大
将
」
と
親
し
み
を
こ
め
て
呼

ん
で
い
ま
し
た
。

廣
瀬
與
吉
は
昭
和
十
九
年
に
五
十
九
歳

で
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
生
涯
を
閉
じ
ま
し

た
。
死
後
は
、
右
腕
と
頼
り
に
し
て
い
た

工
場
長
達
も
相
次
い
で
他
界
し
、
製
作
所

は
昭
和
三
十
年
に
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
與
吉
が
寄
贈
し
た
プ
ー

ル
も
、
火
見
櫓
も
町
に
は
残
っ
て
い
ま
せ

ん
。
地
元
に
も
與
吉
に
関
す
る
品
を
見
る

機
会
が
少
な
い
今
、
遠
い
奈
良
県
か
ら
知

り
た
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ

と
に
驚
く
と
と
も
に
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
廣
瀬
與
吉
と
い
う
素
晴
ら

し
い
発
明
家
が
い
た
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
石
川
ル
ー
ツ
交
流
館　

早
松
）

奈
良
県
か
ら
の
手
紙　

ヒ
ロ
セ
式
脱
穀
機

送られてきた脱穀機の写真
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相良氏法度にみる一向宗

分ぶ
ん

国こ
く

法ほ
う

で
知
ら
れ
る
相さ
が

良ら

氏し

法は
っ

度と

は
九

州
肥
後
の
戦
国
大
名
相
良
氏
三
代
が
作
り

制
定
し
ま
し
た
。
分
国
法
と
は
戦
国
大
名

が
領
国
統
治
の
た
め
に
出
し
た
独
自
の
法

令
で
す
。
相
良
為
続
七
条
、
長
毎
十
三
条

と
晴
広
二
十
一
条
か
ら
な
る
四
十
一
条
を

相
良
法
度
と
い
い
ま
す
。
晴
広
法
に
は

三
十
五
条
・
三
十
六
条
・
三
十
七
条
と
一

向
一
揆
が
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
三
十
六
条
「
加
賀
の
白
山
燃
え
候
」
と

始
ま
る
文
言
は
目
を
惹
き
ま
す
。

こ
の
文
書
は
白
山
開
山
一
三
〇
〇
年

記
念
の
小
さ
な
展
示
と
し
て
紹
介
し
ま
し

た
。
所
蔵
す
る
慶
応
大
学
の
許
可
を
得
て

パ
ネ
ル
制
作
し
歴
史
館
に
展
示
し
た
も
の

で
す
。
晴
広
は
天
文
二
十
四
年（
弘
治
元
・

一
五
五
五
年
）
二
月
、
二
十
一
カ
条
を
追

加
し
分
国
法
を
制
定
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
一
向
宗
と
一
向
一
揆
に
言
及

す
る
件
の
三
条
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

三
十
五
条
「
他
方
よ
り
来
り
候
す
る　

は
ふ
り
（
祝
＝
巫
女
）、
山
ふ
し
（
山
伏
）、

物
志
り
（
陰
陽
師
）、
屋
ど
（
宿
）
を
か

す
べ
か
ら
ず
候
、
祈
念
等
あ
つ
ら
へ
ぶ
か

ら
ず
、
一
向
宗
の
基
ひ
た
る
べ
く
候
」
他

国
か
ら
く
る
彼
ら
に
宿
を
貸
す
な
と
戒
め

て
い
ま
す
。
一
向
宗
を
ど
の
よ
う
に
見
て

い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

三
十
六
条
「
一
向
宗
之
事
、
い
よ
い
よ

法
度
た
る
べ
く
候
、
す
で
に
加
賀
の
白
山

燃
え
候
」
と
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
白
山

が
噴
火
し
て
い
た
（『
日
本
災
異
志
』
噴

火
之
部
に
「
天
文
二
十
三
年
五
月　

加
賀

白
山
噴
火
」
と
記
載
さ
れ
る
）
こ
と
が
九

州
に
ま
で
も
聞
こ
え
て
い
た
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。
晴
広
は
加
賀
一
向
一
揆
が

盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
越
前
朝
倉

氏
と
加
賀
一
向
一
揆
が
国
境
を
ま
た
ぎ
激

戦
中
で
あ
っ
た
（
天
文
弘
治
の
戦
い
）
こ

と
を
聞
い
て
い
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
白

山
の
噴
火
は
、
心
の
救
済
を
求
め
国
家
安

穏
・
五
穀
豊
穣
を
言
わ
な
い
一
向
宗
に
、

白
山
権
現
が
怒
っ
た
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。

三
十
七
条
「
男
女
に
よ
ら
ず
、
志
ら
ふ

と
（
素
人
）
の
祈
念
薬
師
取
り
い
た
し
、

み
な
一
向
宗
と
心
得
べ
き
事
」
と
い
い
ま

す
。
加
持
祈
祷
の
治
療
を
行
う
者
は
一
向

宗
と
決
め
つ
け
ま
す
。
少
な
か
ら
ず
山
伏

や
巫
女
と
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

真
宗
門
徒
に
は
中
世
医
療
知
識
が
知
ら
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

白
山
は
頂
上
付
近
で
は
温
泉
が
湧
い
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。『
光
曜
山
岷

江
記
』
に
よ
れ
ば
、
飛
騨
高
山
照
蓮
寺
十

世
明
心
が
石
徹
白
の
神
司

ら
を
連
れ
白
山
に
登
り
、

山
頂
付
近
の
池
を
眺
め
「
温

泉
湧
あ
か
り
沸
湯
鎮
に
ほ

と
は
し
る
。
是
白
山
第
一

の
地
獄
な
り
」
と
云
い
、「
阿

鼻
の
釜
か
」
と
あ
や
し
ん

だ
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
明

心
は
多
く
の
奇
瑞
譚
に
よ
っ
て
今
泰
澄
大

師
と
飛
騨
の
民
か
ら
慕
わ
ら
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
る
一
向
宗
は

白
山
権
現
の
修
験
僧
の
姿
に
も
見
え
ま
す
。

雑
行
雑
修
を
戒
め
る
蓮
如
さ
ん
が
こ
れ
を

聞
い
た
ら
驚
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

か
く
て
九
州
戦
国
大
名
肥
後
相
良
氏
領

内
で
は
、
薩
摩
島
津
家
と
同
様
、
明
治
ま

で
一
向
宗
は
「
法
度
た
る
べ
く
候
」
と
禁

教
と
さ
れ
ま
す
が
、
信
仰
は
隠
れ
念
仏
と

し
て
続
い
た
よ
う
で
す
。

　
　

（
鳥
越
一
向
一
揆
歴
史
館　

西
出
）

相
良
氏
法
度
に
み
る
一
向
宗
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は
じ
め
に

　
新
元
号
「
令
和
」
の
時
代
を
迎
え
、
そ

の
典
拠
で
あ
る
「
万
葉
集
」
に
も
関
心
が

集
ま
り
ま
し
た
。「
万
葉
集
」
は
、
奈
良

時
代
末
頃
ま
で
に
編
ま
れ
た
わ
が
国
最
古

の
歌
集
で
、
そ
の
特
徴
は
、
お
お
ら
か
で

写
生
的
、
ま
た
、
素
朴
な
力
強
さ
を
感
じ

さ
せ
る
歌
が
多
い
と
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
中
川
一
政
（
一
八
九
三
―

一
九
九
一
）
が
少
年
期
か
ら
親
し
ん
で
い

た
歌
集
も
こ
の
「
万
葉
集
」
で
す
。
本
稿

で
は
、
画
家
・
中
川
一
政
を
知
る
上
で
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
、
彼
が
生
涯
持
ち
続

け
た
「
詩
歌
の
心
」
に
つ
い
て
万
葉
集
を

端
緒
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

歌
と
の
出
会
い
と
別
れ

　
東
京
に
生
ま
れ
育
っ
た
中
川
一
政
は
、

本
郷
の
誠
之
尋
常
高
等
小
学
校
か
ら
、
神

田
錦
町
の
錦
城
中
学
校
へ
進
み
ま
す
。
与

謝
野
晶
子
の
歌
を
論
じ
た
作
文
で
錦
城
中

学
に
及
第
し
た
一
政
は
、
学
校
創
立
三
十

周
年
祝
賀
歌
の
公
募
で
採
用
さ
れ
た
こ
と

を
機
縁
に
回
覧
雑
誌
の
仲
間
に
加
わ
り
、

後
の
歌
人
・
富
田
砕
花
と
親
交
を
持
ち
ま

す
。
ま
た
、
富
田
を
通
じ
て
斎
藤
茂
吉
や

若
山
牧
水
ら
の
知
遇
を
得
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
一
政
は
自
然
と
「
万

葉
集
」
を
読
む
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
自

ら
も
歌
を
詠
む
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま

す
（「
中
学
時
代
」『
腹
の
虫
』
一
九
七
五

年 

日
本
経
済
新
聞
社
）。
当
時
の
新
聞
や

雑
誌
に
投
稿
さ
れ
た
一
政
の
歌
は
、
与
謝

野
晶
子
や
若
山
牧
水
に
選
ば
れ
、
誌
面
に

そ
の
名
を
残
し
て
い
ま
す
。
一
例
に
、

与
謝
野
晶
子
撰
歌
集
『
白
光
』（
下
図
版
）

に
載
っ
た
一
政
十
四
歳
の
歌
を
紹
介
し

ま
す
。

城
の
も
と
月
光
ほ
の
に
さ
す
時
を

髑
髏
の
散
る
と
見
る
黒
き
海

砂
染
め
る
街
の
柳
に
遠
火
事
の

ひ
か
り
に
ほ
ひ
ぬ
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
霧

　

少
年
の
歌
と
し
て
は
暗
鬱
と
し
た
空
気

を
感
じ
さ
せ
な
が
ら
も
、
光
と
影
の
世
界

が
立
ち
上
が
る
よ
う
な
描
写
で
す
。
こ
の

頃
に
相
次
い
で
母
や
姉
を
病
気
で
亡
く
し

た
こ
と
も
、
一
政
を
詩
歌
に
向
わ
せ
る
一

因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
政
は
そ

の
後
も
、
二
十
代
に
か
け
て
歌
だ
け
で
な

く
、
短
編
小
説
や
詩
を
新
聞
や
『
早
稲
田

文
學
』
な
ど
文
芸
誌
に
発
表
し
、世
に
「
詩

人
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

当
時
、
有
島
武
郎
（
小
説
家
・
一
八
七
八

―
一
九
二
三
）
や
谷
川
徹
三
（
哲
学
者
・

一
八
九
五
―
一
九
八
九
）
ら
が
一
政
の
詩

を
愛
読
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
一
政
自
身
は
二
十

歳
前
後
の
頃
、
文
学
で
身
を
立
て
る
こ
と

は
考
え
ら
れ
ず
、
生
き
る
道
を
思
い
あ
ぐ

ね
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
知
人
か
ら

油
絵
具
一
式
を
贈
ら
れ
た
こ
と
が
転
機
と

な
り
ま
す
。
そ
の
絵
具
で
二
十
一
歳
の

時
描
い
た
処
女
作「
酒
倉
」（
一
九
一
四
年
）

が
巽
画
会
で
岸
田
劉
生
（
一
八
九
一
―

一
九
二
九
）
に
認
め
ら
れ
入
選
し
、
一
政

は
画
の
道
を
歩
み
出
し
ま
す
。
こ
の
頃
の

作
品
に
は
、
穏
や
か
な
詩
情
を
湛
え
た

風
景
画
や
静
物
画
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
直
向
き
に
写
生
を
繰
り
返
す
こ
と
で

画
家
の
道
に
邁
進
し
て
い
く
一
方
、
次

第
に
詩
歌
と
は
距
離
を
お
く
よ
う
に
な
り

ま
す
。

歌
集
『
雨
過
天
晴
』
を
刊
行

　

し
か
し
、
少
年
期
か
ら
舌
頭
千
転
し
た

万
葉
の
歌
は
一
政
の
生
涯
に
通
奏
低
音
の

よ
う
に
響
き
続
け
、
折
に
ふ
れ
歌
を
詠
み

ま
す
。
旅
先
の
風
景
に
心
動
か
さ
れ
た
と

き
、
親
と
な
っ
た
喜
び
を
か
み
し
め
る
と

中
川
一
政
と
万
葉
集

― 
画
家
の
底
流
を
な
す
詩
歌
の
心 

―

与謝野晶子撰歌集『白光』

1908 年 新潮社（個人蔵）
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き
、
妻
の
病
に
心
引
き
裂
か
れ
る
と
き
、

そ
ん
な
日
々
の
、
人
生
の
折
々
に
歌
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

大
江
山
生
野
を
過
ぎ
て
わ
が
く
れ
ば

津
々
浦
々
の
し
づ
か
な
る
午
後

う
ら
ら
か
に
桃
の
花
咲
く
裏
畑

娘
い
だ
き
て
め
ぐ
る
日
と
な
る

わ
れ
ひ
と
り
世
に
残
ら
む
は

ま
は
だ
か
に
な
り
て
群
集
の
中
に

立
つ
如
し

　

こ
れ
ら
の
歌
を
集
め
た
歌
集
『
雨
過

天
晴
』（
一
九
七
九
年 

求
龍
堂
）
に
は

四
〇
五
首
が
収
め
ら
れ
一
政
の
歌
人
の
顔

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
写

生
的
、
ま
た
、
衒
い
な
く
心
情
を
真
直
ぐ

に
表
現
し
た
歌
が
見
受
け
ら
れ
、
ま
さ
に

万
葉
調
と
い
え
ま
す
。

　

一
政
は
七
十
歳
代
半
ば
か
ら
書
に
も
精

力
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
と
き
中
国
の
漢
詩
や
芭
蕉
の
言
葉
な

ど
と
共
に
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
の
が

「
万
葉
集
」
の
歌
で
す
。

　

歌
の
世
界
を
思
い
描
き
な
が
ら
し
た
た

め
る
と
い
う
書
は
、
万
葉
歌
の
大
ら
か
な

調
べ
を
生
き
生
き
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

宮
中
歌
会
始
の
召
人
に

　

一
九
六
一（
昭
和
三
十
六
）
年
の
宮
中
歌

会
始
の
召
人
に
選
ば
れ
た
一
政
は
、
次
の

召
歌
（
御
題
「
若
」
）
を
詠
進
し
て
い
ま
す
。

わ
か
き
日
は
馬
上
に
過
ぎ
ぬ

残
る
世
を
楽
し
ま
む
と
云
ひ
し

伊
達
の
政
宗
あ
は
れ

　

こ
の
歌
は
、
伊
達
政
宗
の
漢
詩
（
馬

上
少
年
過
／
世
平
白
髪
多
／
残
躯
天
所

赦
／
不
楽
復
（
是
）
如
何
…
馬
上
少
年

過
ぐ
／
世
平
ら
か
に
し
て
白
髪
多
し
／

残
躯
天
の
赦
す
と
こ
ろ
／
楽
し
ま
ず
し

て
ま
た
（
こ
れ
）
如
何
せ
ん
）　

を
本
歌

に
し
て
い
ま
す
。
戦
国
武
将
の
生
き
様

に
心
を
寄
せ
た
ス
ト
レ
ー
ト
な
詠
い
ぶ

り
が
一
政
ら
し
く
、
音
読
し
て
味
わ
う

と
分
か
る
よ
う
に
、
下
の
句
の
大
幅
な

字
余
り
が
結
句
「
あ
わ
れ
」
を
引
き
立

て
て
秀
逸
で
す
。

一
政
芸
術
の
通
奏
低
音

　
―
詩
歌
の
心

　

こ
う
し
た
中
川
一
政
が
持
ち
続
け
た
歌

詠
み
の
心
は
、
彼
の
絵
画
や
書
な
ど
の
作

品
の
根
底
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。
精
密
な

描
写
で
は
な
く
、
力
強
く
生
き
た
表
現
の

追
求
を
重
ね
た
一
政
は
、
自
身
の
画
業
の

ベ
ー
ス
に
詩
歌
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し

ま
す
。

　
私
は
十
三
、
四
か
ら
歌
を
つ
く
っ

て
い
た
。
二
十
す
ぎ
る
頃
に
な
っ

て
詩
を
つ
く
っ
た
。

　
画
を
か
く
よ
う
に
な
っ
て
歌
に

も
詩
に
も
遠
ざ
か
っ
た
が
、
今
思

う
と
そ
れ
が
私
の
画
業
の
発
足
で

あ
っ
た
と
思
う
。

　
私
は
詩
や
歌
を
つ
く
っ
て
い
る

う
ち
に
、
間
を
覚
え
、
構
図
を
覚
え
、

ム
ー
ヴ
マ
ン
（
註
）

を
覚
え
た
。

（「
ぶ
つ
か
り
稽
古 

六
」『
腹
の
虫
』（
前
掲
））

（
註
：
主
に
絵
画
表
現
に
お
け
る
動
勢
の
こ
と
）

　
私
は
こ
の
頃
に
な
っ
て
見
え
な

い
世
界
が
問
題
に
な
っ
て
来
た
。

　
香
を
嗅
ぐ
と
は
い
わ
な
い
そ
う

だ
。
香
を
聞
く
と
い
う
そ
う
だ
。

詩
も
短
歌
も
俳
句
も
読
む
も
の
で

は
な
く
、
心
の
ど
こ
か
で
聞
く
も

の
で
あ
る
。
（
中
略
）

　
見
え
な
い
世
界
は
詩
歌
で
は
言

葉
と
言
葉
の
間
に
あ
り
、
絵
画
で

中川一政「もののふの」
万葉集より 1989年
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い
え
ば
形
と
色
の
間
に
あ
る
。

　
そ
の
見
え
な
い
も
の
を
か
く
の

が
絵
画
の
第
一
義
で
あ
ろ
う
と
考

え
る
。

　
私
は
今
に
な
っ
て
考
え
る
と
少

年
時
代
、
詩
歌
に
な
じ
ん
で
少
し

ず
つ
こ
の
見
え
な
い
世
界
を
会
得

し
た
も
の
と
み
え
る
。
（
中
略
）

　
私
は
画
か
き
だ
が
、
詩
歌
の
世

界
か
ら
な
お
率
直
に
画
の
こ
と
を

教
え
ら
れ
た
と
思
う
。

（
「
見
え
な
い
世
界
」『
見
え
な
い
世
界
』

　
一
九
五
四
年
　
筑
摩
書
房
）

　
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
技
術
に
拠
ら
ず
独

自
の
画
法
の
模
索
を
続
け
た
中
川
一
政

に
と
っ
て
、
詩
歌
の
世
界
は
、
描
こ
う

と
す
る
対
象
の
表
層
で
は
な
く
、
対
象

を
見
つ
め
る
こ
と
で
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
リ
ズ
ム
や
間ま

、
動
勢
、
ま
た
自
身

の
感
動
と
い
っ
た
見
え
な
い
も
の
を
表

現
す
る
こ
と
へ
と
彼
を
導
い
た
も
の
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
一
政
の
絵
画
作
品
、

例
え
ば
初
期
の
画
面
世
界
に
誘
う
よ
う

な
風
景
画
を
観
る
と
き
、
あ
る
い
は
、

晩
年
の
「
薔
薇
」
の
鮮
や
か
な
色
彩
や

躍
動
感
豊
か
な
筆
致
を
観
る
と
き
、
そ

の
形
象
の
間
に
息
づ
く
詩
歌
の
心
が
感

じ
ら
れ
た
な
ら
、
中
川
一
政
の
描
こ
う

と
し
た
も
の
に
も
う
一
歩
近
づ
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館　

徳
井
）

西
の
ぼ
る
画
業
四
十
周
年
記
念
展

　

西
の
ぼ
る
の
し
ご
と　

― 
美
へ
の
巡
礼 
―

会
期　

令
和
元
年
九
月
七
日
〜
十
月
二
十
七
日

 

西
の
ぼ
る
の
画
業

　

日
本
を
代
表
す
る
挿
絵
画
家
の
一
人
、

西
の
ぼ
る
氏
が
中
央
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
、

一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
に
講
談
社

小
説
現
代
連
載
の
『
怨
霊
孕
む
』（
西
村

寿
行
著
）
で
、
以
後
、
池
波
正
太
郎
、

平
岩
弓
枝
、
北
方
謙
三
、
安
部
龍
太
郎
と

い
っ
た
、
日
本
を
代
表
す
る
作
家
た
ち
の

小
説
の
挿
絵
や
装
幀
画
を
数
多
く
手
掛
け

て
き
ま
し
た
。
特
に
歴
史
・
時
代
小
説
に

お
け
る
緻
密
な
時
代
考
証
、
繊
細
で
余
情

溢
れ
る
筆
致
は
、
そ
の
人
柄
と
相
ま
っ
て
、

文
学
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
多
く
の
作
家

た
ち
か
ら
の
絶
大
な
支
持
を
得
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
『
等
伯
』（
安
部
龍
太
郎 

著
）

や
『
魂
の
沃
野
』（
北
方
謙
三 

著
）
な
ど

の
挿
絵
を
手
掛
け
て
い
て
、
現
在
で
も
斯

界
の
第
一
人
者
で
あ
る
こ
と
は
、
広
く
衆

目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　

英
虞
湾
の
絶
景
（
２
０
１
５
年
「
半
島
を
ゆ
く
」
）

 

西
の
ぼ
る
の
風
景
画

　

デ
ビ
ュ
ー
し
た
昭
和
か
ら
、
平
成
、
そ

し
て
令
和
へ
と
時
代
は
移
り
、
画
業
の
大

き
な
節
目
と
な
る
年
に
開
催
さ
れ
た
今
回

の
記
念
展
で
は
、
氏
が
近
年
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
「
風
景
画
」
を
中
心
に
、

計
四
十
六
点
も
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

展
示
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
広
く
定
着
し

て
き
た
「
挿
絵
画
家
」
と
は
一
線
を
画
す
、

西
の
ぼ
る
が
目
指
す
新
た
な
画
境
、
そ
し

て
そ
の
心
境
を
紹
介
し
、
来
場
者
の
好
評

を
得
ま
し
た
。

 

（
千
代
女
の
里
俳
句
館　

山
下
）

万両（2019年西のぼる

描き下ろし）
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白山市立博物館 企画展 原 峯水 染色作品展

　

白
山
市
八
田
中
町
出
身
の
日
展
評
議

員
・
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
理
事
と
し
て

活
躍
し
た
染
色
工
芸
作
家 

原
峯
水
を
紹

介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

原
峯
水
は
、
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て

活
躍
し
た
染
色
工
芸
作
家
で
す
。
今
回
は
、

平
成
十
七
年
に
開
催
し
た
白
山
市
立
松
任

博
物
館
で
の
企
画
展
「
風
音
」
原
峯
水
作

品
展
以
来
、
約
十
五
年
ぶ
り
の
展
覧
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

峯
水
は
大
正
十
年
に
生
ま
れ
、
昭
和

十
七
年
に
現
役
兵
と
し
て
太
平
洋
戦
争
に

参
加
し
南
方
戦
線
に
て
終
戦
を
迎
え
、
復

員
後
間
も
な
く
長
兄
の
病
死
に
よ
り
家
業

の
農
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
加

賀
友
禅
の
巨
匠
木
村
雨
山
（
の
ち
に
人
間

国
宝
）に
師
事
し
、「
二
足
の
草
鞋
を
履
く
」

時
間
的
制
約
の
中
か
ら
三
十
代
に
な
っ
て

よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
し
た
遅
咲
き
の
作
家

人
生
で
し
た
。
そ
の
ハ
ン
デ
を
克
服
す
る

た
め
、
加
賀
友
禅
の
染
色
技
術
を
習
得
し

な
が
ら
も
伝
統
工
芸
の
道
を
選
ば
ず
、
洋

画
家
が
キ
ャ
ン
バ
ス
を
使
う
よ
う
に
屏
風

や
パ
ネ
ル
を
用
い
、
染
色
に
よ
っ
て
絵
画

的
表
現
を
展
開
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
す
。

　

そ
の
ざ
ん
新
な
試
み
が
日
展
で
認
め
ら

れ
、
連
続
入
選
を
果
た
し
、
や
が
て
特
選

を
三
年
間
に
二
度
も
受
賞
す
る
と
い
う
快

挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
平
成
三
年
の
日

本
現
代
工
芸
美
術
展
で
は
最
高
賞
の
内
閣

総
理
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
そ
の
作

品
に
対
す
る
評
価
は
国
内
で
は
き
わ
め
て

          原原    峯峯  水水    略略  歴歴  
      
大大正正 1100（（11992211））年年        99月月 1133日日石石川川県県石石川川郡郡旭旭村村八八田田中中町町((現現白白山山市市八八田田中中町町))にに生生ままれれるる  

昭昭和和 1122（（11993377））年年      京京都都のの八八野野耕耕先先生生のの下下へへ内内弟弟子子ととししてて入入門門、、以以後後 33ヶヶ年年染染色色技技術術をを習習得得  

昭昭和和 1177（（11994422））年年      現現役役兵兵ととししてて太太平平洋洋戦戦争争にに参参加加、、南南方方戦戦線線((フフィィリリピピンン))ににてて終終戦戦をを迎迎ええるる  

昭昭和和 2211（（11994466））年年      復復員員後後間間ももななくく兄兄がが他他界界、、ややむむななくく農農業業にに従従事事すするるもも染染工工芸芸のの道道をを模模索索すするる  

昭昭和和 2233（（11994488））年年      木木村村雨雨山山先先生生にに師師事事  

昭昭和和 2288（（11995533））年年      第第 99回回石石川川県県現現代代美美術術展展《《七七面面鳥鳥》》初初入入選選、、以以後後連連続続入入選選  

昭昭和和 3355（（11996600））年年      第第 33回回新新日日展展《《夕夕映映》》初初入入選選、、以以後後連連続続入入選選    

                                入入選選記記念念にに雨雨山山先先生生にに「「峯峯水水」」のの号号をを受受くく  

昭昭和和 4444（（11996699））年年      第第 5555回回光光風風会会展展《《想想》》初初入入選選、、以以後後第第 6611回回ままでで出出品品  

昭昭和和 4455（（11997700））年年      第第 5566回回光光風風会会展展《《光光影影》》工工芸芸賞賞  

昭昭和和 4466（（11997711））年年      光光風風会会会会友友推推挙挙  

昭昭和和 4477（（11997722））年年      第第 1111回回日日本本現現代代工工芸芸美美術術展展《《幻幻覚覚》》初初入入選選、、以以後後連連続続入入選選  

昭昭和和 4488（（11997733））年年      第第 5599回回光光風風会会展展《《追追想想》》会会友友賞賞  

昭昭和和 4499（（11997744））年年      光光風風会会会会員員推推挙挙  

昭昭和和 5500（（11997755））年年      第第 77回回改改組組日日展展《《轟轟》》特特候候第第 11席席  

昭昭和和 5511（（11997766））年年      第第 88回回改改組組日日展展《《波波にに咲咲くく》》特特選選  

昭昭和和 5522（（11997777））年年      第第 99回回改改組組日日展展《《北北湖湖旅旅情情》》無無鑑鑑査査出出品品、、現現代代工工芸芸美美術術家家協協会会会会員員推推挙挙  

昭昭和和 5533（（11997788））年年      第第 1100回回改改組組日日展展《《杜杜のの幻幻想想》》特特選選  

                              《《波波にに咲咲くく》》石石川川県県立立美美術術館館買買上上  

                                現現代代工工芸芸美美術術家家協協会会評評議議員員にに就就任任  

                                第第 1177回回日日本本現現代代工工芸芸美美術術展展審審査査員員にに就就任任  

昭昭和和 5544（（11997799））年年      第第 1111回回改改組組日日展展《《たたそそががれれのの島島》》無無鑑鑑査査出出品品  

昭昭和和 5555（（11998800））年年      日日展展委委嘱嘱推推挙挙  

                                第第 1122回回改改組組日日展展《《満満潮潮にに咲咲くく》》委委嘱嘱出出品品、、松松任任市市買買上上  

昭昭和和 5566（（11998811））年年      第第 1133回回改改組組日日展展《《遥遥かかななるる幻幻想想》》委委嘱嘱出出品品  

                                松松任任市市文文化化産産業業賞賞をを受受賞賞  

                                松松任任市市無無形形文文化化財財にに認認定定をを受受くく  

昭昭和和 5577（（11998822））年年      第第 1144回回改改組組日日展展審審査査員員にに就就任任  

昭昭和和 5588（（11998833））年年      日日展展会会員員にに就就任任  

昭昭和和 6600（（11998855））年年      第第 1177回回改改組組日日展展《《幾幾山山河河》》会会員員賞賞受受賞賞  

昭昭和和 6622（（11998877））年年      第第 1199回回改改組組日日展展審審査査員員にに就就任任  

平平成成  22（（11999900））年年      第第 2222回回改改組組日日展展審審査査員員にに就就任任  

平平成成  33（（11999911））年年      第第 3300回回日日本本現現代代工工芸芸美美術術展展《《月月とと陰陰》》内内閣閣総総理理大大臣臣賞賞受受賞賞  

                                第第 4455回回北北國國文文化化賞賞をを受受賞賞  

平平成成  44（（11999922））年年      日日展展評評議議員員にに就就任任、、石石川川県県文文化化功功労労賞賞をを受受賞賞  

                                松松任任市市立立博博物物館館にに於於てて展展覧覧会会開開催催、、現現代代工工芸芸美美術術家家協協会会理理事事にに就就任任  

平平成成  88（（11999966））年年      『『原原峯峯水水染染作作品品集集  野野をを行行くく』』発発刊刊、、松松任任市市立立博博物物館館にに於於てて展展覧覧会会開開催催  

平平成成 1177（（22000055））年年      白白山山市市立立松松任任博博物物館館にに於於てて企企画画展展「「風風音音」」原原峯峯水水作作品品展展をを開開催催  

平平成成 2233（（22001111））年年      １１月月 2211日日逝逝去去  

令令和和  22（（22002200））年年      白白山山市市立立博博物物館館でで企企画画展展「「原原峯峯水水染染色色作作品品展展」」をを開開催催  

原
　
峯
水
　
　
東
雲
（
染
色
パ
ネ
ル
）

高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

受
賞
し
た
作
品
ご
と
に
峯
水
の
作
風
は
新

た
な
展
開
を
見
せ
て
お
り
、
現
状
に
満
足

せ
ず
常
に
一
段
上
を
目
指
す
向
上
心
と
探

求
心
が
う
か
が
え
ま
す
。
た
ゆ
ま
ぬ
研
鑽

の
も
と
、
目
を
み
は
る
新
た
な
作
品
群
を

幾
度
と
な
く
世
に
送
り
出
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
作
品
は
、
人
間
の
情
念
の
深
奥

に
せ
ま
り
、
あ
る
い
は
、
自
然
の
発
す
る

光
輝
に
溢
れ
、
ま
た
、
聖
夜
に
瞑
想
の
扉

を
開
き
一
人
田
園
を
行
く
が
如
く
孤
高
の

道
を
歩
ん
だ
峯
水
の
、
高
潔
な
人
柄
を
映

し
出
し
て
余
り
あ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
白
山
市
が
所
蔵

す
る
色
彩
に
あ
ふ
れ
た
パ
ネ
ル
や
屏
風
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
幻

想
的
な
染
色
の
世
界
を
堪
能
し
て
い
ま

し
た
。

（
白
山
市
立
博
物
館　

西
）

白
山
市
立
博
物
館 
企
画
展

　

原 
峯
水 
染
色
作
品
展

会
期　

令
和
二
年
二
月
七
日
〜
四
月
五
日



9 白山ミュージアム　第13号

令和２年度前期行事予定

料
28

点
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

記
念
し
、
令
和
２
年
度
は
新
収
蔵
作
品
を

含
め
現
在
館
が
所
蔵
す
る
全
て
の
作
品
を

４
期
に
分
け
展
観
し
ま
す
。

第
Ⅰ
期
は
「
百
花
撩
乱
」
と
題
し
て
、

薔
薇
や
向
日
葵
、
椿
な
ど
花
を
描
い
た
作

品
を
中
心
に
、
前
期
（
〜
４
月
19

日
日
）、

後
期
（
４
月
21

日
火
〜
）
に
分
け
て
紹
介

し
ま
す
。
併
せ
て
、「
松
任
・
相
川
新
の

風
景
」（
１
９
１
５
年
）
な
ど
、
当
地
ゆ

か
り
の
貴
重
な
初
期
作
品
も
展
観
公
開

い
た
し
ま
す
。

石
川
ル
ー
ツ
交
流
館

篠
笛
コ
ン
サ
ー
ト

令
和
２
年
４
月
12
日
日　

午
後
２
時
～

16

回
目
と
な
り
ま
す
八
木
繁
さ
ん
と

粋
音
会
に
よ
る
日
本
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
名

曲
を
篠
笛
の
演
奏
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。

呉
竹
文
庫
春
季
展

〜
「
歌
を
綴と

じ
る
」
〜

令
和
２
年
２
月
18
日
火
～
５
月
31
日
日

創
設
者
で
あ
る
熊
田
源
太
郎
が
親
し
ん

だ
和
歌
の
雑
誌
『
こ
こ
ろ
の
花
』、『
す
み

れ
』
を
中
心
に
季
節
に
合
わ
せ
た
掛
け
軸

を
展
示
い
た
し
ま
す
。

千
代
女
の
里
俳
句
館 

企
画
展

令
和
の
写
真
と
俳
句
展

令
和
２
年
６
月
13
日
土
～
８
月
10
日
月
㊗

新
し
く
令
和
の
年
を
迎
え
、
元
号
「
令

和
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
と
俳
句
を
組

み
合
わ
せ
た
作
品
を
展
示
す
る
ほ
か
、
恒

例
と
な
っ
た
松
任
写
真
同
好
会
員
が
撮
影

し
た
写
真
へ
の
投
句
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

気
軽
に
俳
句
を
体
験
で
き
ま
す
。

石
川
ル
ー
ツ
交
流
館

令
和
元
年
度
寄
贈
品
に
つ
い
て

　

昨
年
７
月
に
、
白
山
市
在
住
の
方
か
ら

こ
れ
ま
で
代
々
保
管
さ
れ
て
い
た
銭
屋
五

兵
衛
の
孫
、
千
賀
愛
用
の
硯
箱
、
手
鏡
を

含
む
北
前
船
ゆ
か
り
の
品
十
数
点
を
ご
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

美
川
町
が
本
吉
村
と
言
わ
れ
、
北
前
船

の
寄
港
地
と
し
て
栄
え
て
い
た
事
を
教
え

て
く
れ
る
大
切
な
品
で
す
。

　

昨
年
、
ミ
ニ
展
示
寄
贈
記
念
展
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
定
期
的

に
展
示
公
開
す
る
予
定
で
す
。

白
山
市
立
博
物
館 

企
画
展

梶
野
玄
山 
ー 

花
鳥
山
水
画
の
世
界 

ー

令
和
２
年
４
月
24
日
金
～
６
月
21
日
日

　

梶
野
玄
山
は
、
明
治
元
年
に
現
在
の
白

山
市
西
新
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
少
の

頃
よ
り
祖
父
に
絵
画
を
学
び
、
小
学
校
卒

業
後
、
四
条
派
の
垣
内
右
嶙
に
師
事
し
、

同
三
十
一
年
に
は
京
都
に
赴
き
鈴
木
松
年

の
門
に
入
り
ま
し
た
。

　

玄
山
は
、
円
山
四
条
派
の
伝
統
的
写
生

を
基
本
に
、
彩
色
豊
か
な
独
自
の
画
風
を

開
き
、
多
く
の
優
れ
た
作
品
を
残
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
玄
山
が
得
意
と

し
た
孔
雀
画
や
山
水
画
を
中
心
に
、
繊
細

か
つ
華
麗
な
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館

特
別
企
画　

所
蔵
全
作
品
公
開
展
Ⅰ
期

百
花
撩
乱 

ー 

薔
薇
作
品
を
中
心
に 

ー

令
和
２
年
３
月
３
日
火
～
５
月
31
日
日

令
和
元
年
度
、
美
術
館
の
新
た
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
中
川
一
政
作
品
及
び
資

中川一政「松任・相川新の風景」1915年
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◆講演会等
◆講座
◆鉄道模型運行

◆歴史セミナー

①5/17 ②7/19 ③9/20 ④11/15 ⑤3/21

令和２年度　展示・行事予定

事業計画

白山市立

博物館

275-8922

千代女の里

俳句館

276-0819

松任中川一政

記念美術館

275-7532

石川ルーツ

交流館

278-7111

呉竹文庫

278-6252

松任

ふるさと館

276-5614

鳥越一向一揆

歴史館

254-8020

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

企画展「梶野玄山
－花鳥山水画の世界－」

4/24～6/21

企画展「北前船の遺産
－白山市に残る夢とロマン－」

7/17～9/22

スポット展示
「千代女の短冊」

3/27～5/17

Ⅰ期「百花撩乱
－薔薇作品を中心に－」

3/3～5/31

「歌を綴じる」展
2/18～5/31

4/19リニューアルオープン

企画展
「タイトル未定」

7/18～9/22

企画展示
「石川中央都市圏

考古資料展」
11/20～12/20

2/6雪見茶会7/4ミニコンサート

7/5七夕茶会・句会

7/4・5「七夕夜灯」

9/26ミニコンサート

9/27月見茶会

9/26・27「月見夜灯」

「呉竹文庫夏季展」
6/16～9/27

「呉竹文庫秋冬展」
10/16～2/28

Ⅱ期「われはでくなり
－陶芸作品を中心に－」

6/2～8/30

7/15～7/26 第26回花を描こう絵画展（市民工房うるわし） 11/29 美術館句会
9/5 特別公開展オープニングコンサート

Ⅲ期　新収蔵記念特別公開展
「不退転－人生100年時代を生きる力－」（仮称）

9/5～11/29

Ⅳ期
「正念場－書を中心に－」

12/1～2/28

2021
春季テーマ展
（内容未定）

3/2～

臨
時
休
館

特別展
「千代女の雪月花」

9/12～10/25

俳画の愉しみ展
1/16～3/14

俳句協会
会員展

10/31～
11/15

千代女・
一茶交流
パネル展
12/5～
12/20

企画展示
「石川中央都市圏考古資料展」

9/18～11/15

4/23ミニコンサート 8/2 夏休みキッズプログラム「一政に挑戦！ 油絵体験」
10/18・19 0歳からの家族鑑賞会「ミュージアムスタート」

美術館講座「中川一政文集を読むⅨ」 ①6/13 ②8/8 ③10/11 ④12/12 ⑤2/13

立夏展示替

4/12篠笛コンサート

毎月、第１日曜日　あぐら茶会（１月、10月は休み）　　不定期　文化教室茶会

7/5 山中節を楽しむ会 8月下旬 鉄道模型公開運転会 11/15ヨシ笛コンサート

※各館のイベント等は白山ミュージアムポータルサイト  http://www.hakusan-museum.jp/ で紹介
　しています。日程等が変更になる場合があります。詳細については各館までお問い合わせください。

立秋展示替 立冬展示替 新年展示替 立春展示替

8/5夏休み工作教室 11/14・28・12/12古文書講座10/25伝統工芸教室 3/7刀の手入れ教室
8/30講演会「北前船」

企画展「くらしと道具のうつりかわり」
1/8～3/14

企画展「HAKUSAN City
コレクション展

－Part2 白山ろく編」
10/23～12/20

白山ミュージアム

原
峯
水
展

企画展「令和の俳句と写真展」
6/13～8/10

スポット展示
「千代女と哥川」

8/1～8/30

2020特別企画　松任中川一政記念美術館　所蔵全作品公開展

中旬 ミニ新幹線乗車会

白山市文化施設館報　白山ミュージアム　編集発行　白山市立博物館：〒924-0871 石川県白山市西新町168番地1　TEL.076-275-8922
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松任中川一政
記念美術館

松任ふるさと館

千代女の里俳句館

白山市立博物館

松任中川一政
記念美術館

松任ふるさと館

千代女の里俳句館
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